
三心連  第  1906 号

令和  元年  5月 21日

社会福祉法人

朝 日新聞厚生文イじ事業団名古屋事務所所長 様

三重県心理 リハ ビリテ イ シ ョン連

会 長   金 森   真  由

第 34回 中部フロック動作法セミナー (ご後援のお願い )

拝  啓

時下  ますますご健勝の こととお慶び申 し上げます。

平素は本会の活動 に、 ご支援 を賜 りま して厚 くお礼申 し上げます。

さて、本年 も、開催 を望む切なる親の願いが強 く、心身障害児 (者 )の 自立更

生 をめざ し、 Ell作 の改善、心理面の成長 と全人格の総合的な発達 を図る 目的で、

心理 リハ ビ リテイシ ョン (臨 床動作法 )を 研修するための動作法セ ミナーを下記

のよ うに計画いたま した。

つきま して は、主 旨をご理解下さいま して、 ご後援下さいますよ うにお願 い申

し上げます。                            敬  具

記

1 名  称  第 34回 中部 ブロ ック動作法セ ミナー

2.実 施主 旨

障害児 (者 )の 動作学習 を心理 リハ ビリテイ シ ョンに基 づいて行

い、動作改善、及 び心身の発達 をめざ し、社会 自立の為の動機づけを

行 う。

2.主   催   三重県心理 リハ ピリテイシ ョン連合会
3.後  援  二重県教育委員会、二重県社会福祉協議会、鈴鹿市、鈴鹿市社

会福祉協議会、中 日新聞社会事業団、東海テ レビ福祉文イじ事業団、

NHK厚 生文化事業団、朝 日新聞  (各 申請中 )
協  力   心理 リハ ビリテイシ ョン資格認定委員会



5.開 催期間  令和  元年 8月 17日 (土 )～ 8月 23日 (金 )

(17日 は事前研修 )

6.会   場  三重県立  鈴鹿青少年セ ンタ ー

〒513-0825 三重県鈴鹿市住吉町南谷 □

電話  059-378-9811

7.指 導者 (敬 称略 )

鈴鹿市療育セ ンター                 中川  義文

三重県立城 山特別支援学校              山□ 章康

愛知学院大学                    浅菜  知香

NPO法 人南勢子 どもの発達支援セ ンタ ーえがお     金子  直由

他  動作訓練熟練者   3名

8.参 加者   動作訓練指導者        7名

動作副‖練研修者       15名

動作不 自由児 (者 )    15名

保護者           15名

動作訓練サブ         5名

9.研 修の形態  ―週間宿泊集団集 中訓練 (臨 床研修 )

心理 リハビリテイション、動作法では、動作不自由がある人が、自分の意図通
り身体を動かす努力の仕方を学習 し、動か し方ができる、わかることが目当てに
なります。

研 1夕 方法は心理 リハビリテイション資格認定委員会 S∨ の資格を持 つた指導者
のもと、 トレーニ ーは、 トレーナーの先生と一対―で、 1回 10吉 間、一日 3回 の
訓練を一週間頑張 ります。その中で、自分の身体を思 ったように自分で操作する
身体の動か し方を学習 していきます。あくまでも主体者は動作不自由をもった ト
レーニー自身なのです。思 ったよ うに使い こな した りできるか、 トレーナーは
S∨ の助言を受けながら、個展に合 った援助の方法を探 しながら、試 しながら、
努力させてよ り適切な動作を身につけさせていきます。
また、集団でゲームを した りする中で、他者と関わ りながら積極的に活動でき
ることを目指す集団療法の時間もあります。また、年長の トレーニーは青年隊を
組織 し、 キ ャンプの中で いろいろな人 と話を して、 自らを高め る機会もあ りま
す。

10添 付資料

連合会規約、スケジュール、予算書、募集案内

連絡先

〒510-0885 四 日市市 日永 1-4-29
三 重県心 理 リハビ リテイション連合会  事務担当   伊藤路 ―
Email: mie― shinnha@it061 com  TEL 059-345-5708


